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研究要旨 
 課題のある死因（⽼衰、⼼不全、外因死等）について，⽼衰については，
昨年度の検討事項をふまえ，研究班で作成したインタビューガイドに基づ
き，実際に死亡診断書・死体検案書を作成する機会の多い医師に対⾯・オ
ンラインにてインタビューを実施し，その結果を取りまとめている。 

外因死に関しては，低体温の事例で薬物が影響したと考えられる事例につ
いて検討し，さらに熱中症の誘因としての薬物の関与と，複数の薬物の関与
した例についても予備的検討をすすめた。 

これらの結果をふまえ，ICD-11 の枠組みを⽤いた適切な把握についてさ
らに検討をすすめていく。 

 
Ａ．研究⽬的 
 近年の医療の進歩と⽣活環境の改善によ
り，先進国での⼈⼝の⾼齢化が著しい。わ
が国は世界的にもこれまで経験のない超⾼
齢化社会に突⼊しており，その影響は様々
な社会指標にも反映されつつある。わが国
の死因統計における「⽼衰」の増加は近年
特に顕著であり，現在では年間 10 万⼈を
越え，主な死亡原因の第 3 位となり，⼤き
な割合を占めている。その急激な増加は今
後の保健政策を考える上でも無視できない
要因であり，それらを適切に把握していく
ことが重要であるが，「⽼衰」については医
学教育の中で触れられることは少なく，ま
た「⽼衰」⾃体の定義の曖昧さや、複合的
要因の関与も関連している。そこで，「⽼衰」
の実情について検討するとともに，法医病
理学的⽴場での「⽼衰」の定義についても

検討する。    
また，外因死に関しては，剖検例のうち，

主たる死因に影響を与える要因にとして，
昨年度から予備的検討を⾏った薬物の影響
についてさらに調査する。  
 
Ｂ．研究⽅法 

⽼衰に関しては，昨年度から班会議で検
討し，作成したインタビューガイドを⽤い
て，実際に死亡診断を⾏っている医師にイ
ンタビューを実施した。 

外因死の事例に関しては，剖検事例の中
で主たる死因に影響を与えた因⼦の検討を
進めた。昨年度から検討を開始した薬物の
影響した事例について、低温曝露による事
例の検討を⾏った。2020 年から 2023 年に
⾹川⼤学医学部で実施した法医解剖例 415
例のうち、死因が凍死あるいは低体温症と
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判断した 21 例について検討した。 
 

（倫理⾯への配慮） 
データの収集に関しては，個⼈情報や個

⼈が特定できるような内容を含まない。ま
た，外因死事例の調査に関して，⾹川⼤学
医学部倫理委員会の承認を得て実施した。  
 
Ｃ．研究結果 

⽼衰については，作成したインタビュー
ガイドに基づいて，4 名の医師にインタビ
ューを実施した。内容については現在デー
タ整理を⾏っているが，判断する根拠につ
いての⽣の意⾒を聞くことができ、興味深
い。 

外因死の事例に関しては，調査した 21
例の内訳は男性 8 例，⼥性 13 例（平均年
齢：77.3 歳），このうち 12 例で薬物（ベン
ゾジアゼピン類、抗精神病薬、抗ヒスタミ
ン薬など）を検出した。エタノールの検出
は 1 例のみで，低濃度であり影響は少ない
ものと考えた。 

薬物の影響については，その関与の度合
いについて，より客観的な指標が求められ
る。 
 
Ｄ．考察 

インタビューの実施により，臨床医のみ
ならず法医学者の考えもふまえ，「⽼衰」に
ついて、定義（案）も含めた⼀つのアウト
ラインが⽰されるのではないかと期待され
る。 

外因死に関しては，今回の検討で，寒冷・
低体温の事例において，薬物が死因に与え
る影響として，死亡に⾄るリスクとなる事
例が⽰された。これらを統計の上でどのよ
うに評価していくかが課題である。 

 

Ｅ．結論 
今後，「⽼衰」⾃体の定義の曖昧さや、複

合的要因の関与について，臨床医のみなら
ず法医学者の考え⽅もとり上げた上で，ど
のように考えていくべきか模索している。 

外因死に関しては，昨年検討した溺死だ
けでなく，⾼温や低温など様々な環境要因
の関与する事例についてもさらに検討を進
める必要がある。 
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課題．第 61 回⽇本犯罪学会学術集会．東
京，11/30. 
 
3．関連した実務活動 
⽇本医師会 死体検案研修会（上級）講師 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 
 1. 特許取得 

 なし 
 
 2. 実⽤新案登録 

 なし 
 
 3.その他 

 なし 
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